
平
成

年
産
水
稲
の

30

10

月

日
現
在
の
作
柄
（
作

15
況
指
数
）
が

月

日
、

10

31

農
林
水
産
省
か
ら
公
表
さ

れ
、
全
国
で
は

の
「
平

99

年
並
み
」
で
し
た
が
、
山

形
県
は

、
庄
内
は

の

96

95

「
や
や
不
良
」
と
な
り
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
の
米

集
荷
状
況
は
、
昨
年
比
86

・
７
％
で
７
万
８
千
俵
も

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

藤
島
前
年
比

・
４
％

77

支
所
別
の
集
荷
状
況
は
、

前
年
と
の
比
較
に
差
が
あ

り
、
藤
島
が

・
４
％
と

77

最
も
低
く
、
逆
に
朝
日
１

０
３
・
４
％
、
温
海

・
96

３
％
、
櫛
引

・
８
％
、

95

立
川

・
６
％
と
中
山
間

92

地
で
前
年
並
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

平
場
で
は
、

㌃
あ
た

10

り
米
の
実
収
は
７
俵
か
ら

８
俵
で
、
例
年
よ
り
１
割

以
上
も
低
く
、
作
況
は
90

以
下
だ
と
の
声
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
白
穂
」
が
発
生

今
年
の
気
象
は
、
７
月

は
少
雨
で
高
温
が
続
き
、

出
穂
が
８
月
３
日
頃
で
例

年
よ
り
３
日
早
く
、
８
月

に
入
っ
て
台
風

号
に
伴

13

う
フ
ェ
ー
ン
現
象
で
各
地

で
「
白
穂
」
が
発
生
し
、

５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て

の
局
地
的
な
豪
雨
、
台
風

号
に
伴
う

日
の
大
雨
、

15

16

日
の
台
風

号
の
接
近
、

24

20

日
か
ら

日
に
か
け
て

30

31

の
大
雨
と
な
り
、
８
月
は

日
照
時
間
が
平
年
を
大
き

く
下
回
り
ま
し
た
。

８
月
中
旬
の
台
風
接
近

に
よ
る
乾
い
た
東
風
の
影

響
と
、
さ
ら
に
９
月
４
日

～
５
日
の
台
風

号
上
陸

21

に
よ
る
フ
ェ
ー
ン
現
象
で
、

イ
ネ
の
消
耗
が
大
き
く
、

異
常
気
象
が
要
因
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

農
家
か
ら
は
、
米
の
粒

が
小
粒
で
細
く
、
例
年
に

な
く
多
量
の
く
ず
米
が
落

ち
た
、
く
ず
米
が
普
通
の

玄
米
に
見
え
る
、
な
ど
の

声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

無
利
子
で
経
営
資
金

安
倍
政
権
の
農
政
改
悪

に
よ
り
、
今
年
か
ら
米
の

直
接
支
払
交
付
金

㌃
７

10

５
０
０
円
が
廃
止
さ
れ
、

減
収
と
重
な
り
、
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
と
な
り
ま
す
。

鶴
岡
市
で
は
、
減
収
し

た
農
家
に
農
協
と
協
調
し

て
無
利
子
で
経
営
資
金
を

融
資
で
き
る
よ
う
、

月
12

議
会
に
利
子
補
給
の
補
正

予
算
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

来
年
は
作
付
増

県
は

日
、
県
米
政
策

26

推
進
会
議
を
山
形
市
で
開

き
、
来
年
の
県
産
米
の
生

産
の
目
安
に
つ
い
て
、
県

産
米
の
最
近
の
売
れ
行
き

を
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、

「
つ
や
姫
」
や
「
雪
若
丸
」

の
作
付
け
面
積
が
来
年
増

え
る
こ
と
も
考
慮
し
、
生

産
の
目
安
は
、
少
な
い
場

合
で
お
よ
そ
１
０
０
０
㌧
、

多
い
場
合
は
１
万
２
０
０

０
㌧
、
今
年
よ
り
も
増
え

る
と
い
う
試
算
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

2018年12月２日
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発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい
（月１７７円程度）
11月 40人 59,809円
10月 42人 37,744円

JA庄内たがわ支所別　米集荷状況
単位：俵(60kg)

平成30年産米 比較平成29年産米

温海 15,276.014,710.0 96.3%

新余目 97,637.082,363.0 84.4%

立川 68,578.563,497.5 92.6%

藤島 120,839.093,550.0 77.4%

三川 94,115.077,018.5 81.8%

羽黒 97,585.086,195.5 88.3%

櫛引 62,954.560,331.5 95.8%

朝日 32,575.533,697.0 103.4%

合計 589,560.5511,363.0 86.7%

(H30.11.26) (H30.07.04)

加工用米・備蓄用米・飼料用米除く８月に各地で白穂が発生（8/10川尻）

「
作
況
は

だ
が
、
実
収
は

以
下
だ
！
」

95

90

８
月
の
異
常
気
象
が
影
響

無
利
子
で
経
営
資
金
対
策

地域まちづくり未来事業計画の策定日程
日程 会議等 地域まちづくり未来事業計画の策定の進捗

９月下旬～10月 第３回地域振興懇談会 ・計画案及び31年度事業案について意見交換

11月～１月 31年度予算編成 ・計画案と31年度事業の予算要求書を提出

１月末 31年度予算内示 ・計画最終案の調整

２月 第４回地域振興懇談会 ・計画最終案を示して報告

３月 ・計画の策定と公表

31年度
地域振興懇談会等

・事業進捗の報告

　　～９月 ・計画の見直しについて意見交換

11月～１月 32年度予算編成 ・見直し語の計画案と32年度事業予算要求書を提出

２月頃 地域振興懇談会等 ・見直し後の計画案を報告

地
域
ご
と
に
自
立
分
散

型
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
「
地
域
ま
ち
づ
く
り
未

自
立
分
散
型
の
ま
ち
づ
く
り

年
度
か
ら
実
施
へ

31

来
事
業
計
画
」（
案
）
が
、

第
３
回
地
域
振
興
懇
談
会

で
議
論
さ
れ
、
旧
町
村
ご

と
に
ほ
ぼ
ま
と
ま
り
、
31

年
度
事
業
化
に
向
け
て
予

算
が
編
成
さ
れ
ま
す
。

平
成

年
度
か
ら
お
お

31

む
ね
３
年
程
度
を
目
途
に

実
施
さ
れ
、
財
源
に
基
金

積
立
金
と
起
債
充
当
事
業

を
合
わ
せ
て
「
地
域
ま
ち

づ
く
り
未
来
基
金
」（
総
額

億
円
規
模
）
を
あ
て
ま

50す
。地

域
が
主
体
的
に
活
動

で
き
る
事
業
、
地
域
の
創

意
と
意
欲
が
生
か
せ
る
事

業
、
地
域
が
元
気
を
出
せ

る
事
業
、
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
独
創
的
企
画
を

奨
励
す
る
な
ど
、「
自
立
分

散
型
」
ま
ち
づ
く
り
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。



山
形
県
教
育
委
員
会
主

催
の
平
成

年
度
「
郷
土

30

Ｙ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ａ
ｔ
ａ
ふ
る

さ
と
探
究
コ
ン
テ
ス
ト
」

が

月

日
（
土
）、
東
根

11

17

市
タ
ン
ト
ク
ル
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
県
立
庄
内
農

業
高
等
学
校
の
「
農
福
連

携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取

り
組
み
が
、
み
ご
と
「
ふ

る
さ
と
探
究
大
賞
」
を
獲

得
し
ま
し
た
！

藤
島
地
域
の
「
庄
内
農

業
高
校
地
域
連
携
協
議
会
」

の
事
業
と
し
て
、
平
成
28

年
度
か
ら
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
し
、
地
域
住
民

と
一
緒
に
、
今
年
は
玉
川

農
場
で
野
菜
作
り
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

発
表
し
た
代
表
４
人
の

生
徒
は
、
今
野
駿
（
櫛
引

中
）、菅
原
健
人（
三
川
中
）、

高
橋
優(

藤
島
中)

、
本
間

翔(
藤
島
中)

の
各
氏
で
す
。

（
庄
内
農
業
高
等
学
校
Ｈ

Ｐ
か
ら
）

対
米
英
戦
の
た
め
い
く

つ
か
の
参
考
書
が
つ
く
ら

れ
、
そ
の
一
つ
に
『
こ
れ

だ
け
読
め
ば
戦
は
勝
て
る
』

と
い
う
小
冊
子
が
あ
り
、

万
人
の
兵
士
に
配
ら
れ

40た
。そ

の
中
に
、「
今
度
の
敵

は
支
那(

中
国)

軍
よ
り
強

い
か
」と
い
う
問
い
に
、「
今

度
の
敵
を
支
那
軍
に
比
べ

る
と
、
将
校
は
西
洋
人
で

下
士
官
、
兵
は
大
部
分
土

人
で
あ
る
か
ら
、
軍
隊
の

上
下
の
精
神
的
団
結
は
全

く
零
だ
。
た
だ
飛
行
機
・

戦
車
・
自
動
車
・
大
砲
は

支
那
軍
よ
り
遥
か
に
多
い

か
ら
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
が
、
旧
式
の
も
の
が

多
い
の
み
な
ら
ず
、
せ
っ

か
く
の
武
器
を
使
う
者
が

弱
兵
だ
か
ら
や
く
に
は
立

た
ぬ
」
と
い
う
答
え
が
あ

る
。し

か
し
、
米
英
軍
の
実

態
は
、
激
し
い
空
中
戦
で

奇
跡
的
に
助
か
り
、
豪
勇

で
知
ら
れ
て
い
た
某
将
校

が
、
山
本
五
十
六
連
合
艦

隊
司
令
長
官
か
ら
直
接
、

空
中
戦
の
所
見
を
聞
か
れ
、

「
海
兵
隊
航
空
隊
の
闘
志

は
素
晴
ら
し
く
、
我
々
を

上
ま
わ
っ
て
い
る
」
と
答

え
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
中
で
『
こ

れ
だ
け
読
め
ば
戦
は
勝
て

る
』
に
示
さ
れ
た
米
英
軍

の
認
識
も
よ
う
や
く
変
わ

り
始
め
る
。

た
と
え
ば
、「
米
軍
の
特

性
」
に
つ
い
不
屈
の
精
神

を
有
す
」
と
記
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
１
９
４
４
年

９
月
の
大
本
営
発
行
『
敵

軍
戦
法
早
わ
か
り(

米
軍
の

上
陸
作
戦)

』
は
、
米
軍
の

戦
法
は
、
物
的
優
越
を
基

調
に
陸
海
空
の
圧
倒
的
な

兵
力
を
終
結
使
用
す
る
と

特
徴
づ
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。し

か
し
、
１
９
４
４
年

以
後
、
米
軍
に
制
空
制
海

権
が
完
全
に
握
ら
れ
、
陸

上
戦
闘
が
中
心
に
な
る
と
、

最
大
の
脅
威
は
米
軍
の
戦

車
に
な
る
と
、
兵
士
が
爆

薬
箱
も
ろ
と
も
戦
車
に
体

当
り
す
る
戦
法
―
「
肉
迫

攻
撃
」(

肉
攻)

を
と
る
こ

と
に
な
っ
た
。

先
生
を
増
や
せ

３
連
休
な
の
で
そ
れ
な

り
の
宿
題
を
出
そ
う
と
し

た
ら
、子
ど
も
達
か
ら
、「
塾

だ
・
試
合
だ
・
練
習
だ
」

と
聞
か
さ
れ
た
先
生
が
、

宿
題
を
減
ら
し
た
と
新
聞

に
あ
っ
た
。
来
年

連
休

10

の
黄
金
週
間
は
ど
う
す
る
。

▲
思
い
出
し
た
の
は
、
夏

休
み
に
入
る
と
一
週
間
は

ラ
ジ
オ
に
合
わ
せ
て
ラ
ジ

オ
体
操
を
す
る
こ
と
を
。

こ
れ
は
朝
で
終
わ
り
だ
が
、

塾
だ
練
習
だ
・
プ
ー
ル
だ

と
、
子
ど
も
ら
は
忙
し
い
。

▲
勿
論
先
生
に
夏
休
み
は

な
い
。
プ
ー
ル
の
監
視
あ

り
、
人
に
よ
っ
て
は
あ
の

試
合
だ
・
そ
の
練
習
だ
と

付
い
て
行
か
ね
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
し
、
研
修
会
・

会
議
も
入
っ
て
く
る
の
が

先
生
の
夏
休
み
だ
。

▲
忙
し
さ
を
緩
和
す
る
た

め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

お
願
い
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
こ
れ
で
も
問
題
の
解

決
に
は
な
ら
ず
、
文
科
省

は
教
員
の
変
形
労
働
と
い

う
も
の
を
考
え
出
し
た
。

し
か
し
、
一
日
・
一
週
間

の
仕
事
を
見
て
い
な
い
、

現
在
の
教
員
配
置
で
は
無

理
と
か
、
現
場
か
ら
の
指

摘
が
あ
る
と
の
報
道
だ
。

▲
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と
言
わ

れ
る
学
校
職
場
。
家
に
持

ち
帰
っ
て
も
仕
事
な
の
で

は
な
い
の
か
。
教
育
委
員

会
の
仕
事
は
？
。
働
き
方

改
革
の
国
会
で
は
、
学
校

を
話
題
に
し
な
か
っ
た
。

▲
日
本
共
産
党
は
、

月
11

９
日
、「
教
職
員
を
増
や
し
、

異
常
な
長
時
間
労
働
の
是

正
を
ー
学
校
を
よ
り
よ
い

教
育
の
場
に
ー
」
を
発
表

し
た
。
異
常
な
長
時
間
労

働
の
原
因
は
３
つ
あ
る
と

分
析
し
、
４
つ
の
提
案
を

し
て
い
る
。
そ
し
て
「
教

育
と
は
何
か
、
教
職
員
と

は
何
か
」
を
明
ら
か
に
し
、

多
く
の
国
民
と
教
職
員
の

み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、

長
時
間
労
働
を
な
く
す
た

め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す

・
と
し
て
い
る
。

▲
週
で
一
日
減
っ
て
、
道

徳
に
英
語
な
ど
、
授
業
は

増
え
る
ん
だ
か
ら
。（
石
川
）

雑
題

雑
題

城
貞
（
藤
の
花
）

ざ

つ

だ

い

其
四

其
の
四

そ

薦
達
官
途
多
憤
嗔

官
途
を
薦
達
す
る
こ
と
憤
り
多
く
し
て
嗔
る

か

ん

と

す

い

た

つ

い
き
ど
お

お

お

い

か

動
如
長
物
片
桜
人

動
れ
ば
長
物
の
如
し

片

桜

の
人

や
や
も
す

ち
ょ
う
ぶ
つ

ご

と

へ

ん

お

う

ひ

と

五
輪
地
創
糸
方
尽

五
輪

地
創

糸

方
に
尽
く

ご

り

ん

ち

そ

う

い

と

ま

さ

つ

応
是
誤
相
伝
謀
身

応
に
是
れ
相
を
誤
る
身
を
謀
る
を
伝
え
ん

ま

さ

こ

し
ょ
う

あ
や
ま

み

は

か

つ

た

（
両
人
を
）
役
職
に
さ
せ
た
こ
と
に
、
怒
り
心
頭
あ
き
れ
る
ば
か
り
だ
。

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
片
山
、
桜
田
、
両
大
臣

役
に
立
た
な
い
ひ
と
だ
。

桜
田
五
輪
大
臣
、
片
山
地
方
創
生
大
臣
、
物
議
を
だ
し
て
い
て
は
、

引
き
と
め
て
お
く
糸
も
、
ち
ょ
う
ど
尽
き
果
て
た
。

こ
れ
は
、
ま
さ
に
大
臣
に
任
命
し
た
の
か
誤
り
な
の
だ
。

身
（
大
臣
）
の
処
し
方
を
伝
え
る
だ
ろ
う

雑
題
＝
分
類
し
に
く
い
題
材
を
詠
ん
だ
詩
。
薦
達=

す
す
め
て
役
人
に
つ
か
せ
る
。
官
途
＝
役
人

に
な
る
道
。
憤
＝
「
怒
」
の
意
の
雅
語
的
表
現
。
嗔
＝
お
こ
る
。
動
＝
と
も
す
れ
ば
。
ど
う
か

す
る
と
。
長
物
＝
役
に
立
た
な
い
。
片
＝
片
山
さ
つ
き
地
方
創
生
大
臣
。
桜
＝
桜
田
義
孝
五
輪

大
臣
。
地
創
＝
地
方
創
生
。
相
＝
大
臣
。
謀
＝
お
し
は
か
る
。
相
談
す
る
。
企
て
る
。

＜プレゼンテーション　高校の部＞

〇郷土Ｙａｍａｇａｔａふるさと探究大賞

県立庄内農業高校　「農福連携プロジェクト」

〇優秀賞

県立東桜学館高校　「村山市における産後ケアの課題とは」

県立新庄神室産業高校　「伝承豆の魅力」
県立米沢興譲館高校｢環境ＤＮＡを用いた特定外来生物の山

形県の生息域マップ作成｣
県立米沢興譲館高校「山形県から全国へ！最先端技術の発信

～筋肉をつくる～」　

県立置賜農業高校　「地域と共に歩む置農」


